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（１）生活再建状況

３

R1.7.24 R1.8.23 R1.10.17 R1.11.20 R1.12.20 R2.1.20 R2.2.20

本再建済 ７１３ ８０７ ８８０ ９００ ９２４ ９２７ ９４４

本再建の目途が
立っている

２１０ １３２ ７１ ５７ ４９ ５２ ４１

本再建未定 １４６ １３０ １１８ １１２ ９６ ９０ ８４

合 計 １，０６９ １，０６９ １，０６９ １，０６９ １，０６９ １，０６９ ※１，０６９

本再建未定率 １３．７％ １２．２％ １１．０％ １０．５％ ９．０％ ８．４％ ７．９％

【本再建の推移】

※1,069世帯：調査対象者
⇒り災証明が半壊以上の世帯（９８９）、応急仮設住宅入居世帯（７３）、長期避難世帯（７）

理 由 世帯数

本再建済

新築、購入、自宅修繕により自宅居住 ７１８

公営住宅、民間賃貸住宅、親族宅に居住 １９６

高齢者のみの世帯で介護施設等に居住 ３０

計 ９４４

本再建の目途が
立っている

新築、購入、自宅修繕中 ３９

みなし仮設の供与期限終了後、民間賃貸住宅継続 ２

計 ４１

本再建未定
本再建について再建方法が未定 ８４

計 ８４

【本再建の状況別内訳】

（単位：世帯数）

（令和２年２月２０日現在）
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【本再済 再建先】 （単位：世帯数）

被 災 地 区

再建先 松末 杷木 久喜宮 志波 朝倉 高木 三奈木 蜷城 福田 立石 甘木 秋月 総計

松末 33 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 33

杷木 19 72 8 4 1 0 0 0 0 0 0 0 104

久喜宮 6 2 86 3 0 0 0 0 0 0 0 0 97

志波 2 2 1 22 0 0 0 0 0 0 0 0 27

朝倉 5 1 2 3 243 4 1 2 0 0 0 0 261

高木 0 0 0 0 0 35 0 0 0 0 0 0 35

三奈木 1 0 0 0 1 13 29 0 0 0 0 0 44

金川 1 1 0 0 0 2 0 0 0 0 0 0 4

蜷城 0 0 0 0 0 0 0 134 0 0 0 0 134

福田 0 0 0 2 1 1 1 1 1 0 0 0 7

立石 16 1 4 1 9 11 0 2 0 4 0 0 48

馬田 0 0 0 0 2 2 0 1 0 0 0 0 5

甘木 0 1 5 0 5 7 0 0 0 0 12 0 30

秋月 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1

上秋月 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1

市内小計 83 81 106 35 262 76 31 140 1 4 12 1 832

市外 26 16 20 7 6 11 0 10 0 1 0 0 97

県外 4 1 2 1 5 2 0 0 0 0 0 0 15

再建済総計 113 98 128 43 273 89 31 150 1 5 12 1 944

被災家屋数 162 118 142 54 290 101 31 152 1 5 12 1 1,069

再建率 69.8% 83.1% 90.1% 79.6% 94.1% 88.1% 100.0% 98.7% 100.0% 100.0% 100.0% 100.0% 88.3%

市内再建率 73.5% 82.7% 82.8% 81.4% 96.0% 85.4% 100.0% 93.3% 100.0% 80.0% 100.0% 100.0% 88.1%
コミュニティ

再建率 29.2% 73.5% 67.2% 51.2% 89.0% 39.3% 93.5% 89.3% 100.0% 80.0% 100.0% 100.0% 71.2%

（令和２年２月２０日現在）

A

B

C

D

C／D

B／C

A／C



①地域支え合いセンター

５

（単位：世帯数）

※再建準備住宅・・・仮設供与期限終了後、仮住宅として入居している民間賃貸住宅等をいう。

（２）生活再建支援

建設型仮
設住宅

借上型
仮設住宅

公営住宅
自力みなし
仮設住宅

在宅
災害公営
住宅

再建準備
住宅※

計

平成３０年６月 ８５ ２６７ ３２ ３９ ６４６ ー ー １，０６９

令和元年６月 ８３ ２０８ ２５ ３０ ２６６ ー ー ６１２

令和２年１月末 ー １ ー １９ １６１ ６３ ７３ ３１７

・開 設 日：平成３０年２月１日
・設置場所：朝倉老人福祉センター内、杷木老人福祉センター内
・人員配置：１２名体制
・対象世帯：建設型仮設住宅、借上型仮設住宅、公営住宅、自力みなし仮設住宅、半壊以上の被災世帯（朝倉市外の住宅に居住している被災世帯も対象）
・事業内容：訪問等による見守り・生活状況の確認、行政機関や福祉サービスへのつなぎ
・取組状況：個々の被災者に合った支援を実施するため、地域支え合いセンターと復興推進室による個別ケース検討会議を実施し、定期見守りや

支援区分に応じた支援を実施。

・居住形態別見守り対象世帯数の推移

地域支え合いセンターの
職員による相談の様子

②地域支え合いセンターと支所の被災者相談窓口の統合

・令和２年４月から、統合することで、相談体制の強化を図る。

杷木エリア：杷木支所内に統合

朝倉甘木エリア：朝倉老人福祉センター内に統合



６

③集いの場『えんがわ』

・開 設 日：令和元年１１月～

・目的：災害公営住宅に入居された方が交流する場づくり

・取組状況：災害公営住宅（杷木、柿添）の集会所を利用して、地域支え合いセンター職員が
相談を受けたり、入居者同士の交流が図られている。

④被災者交流活動支援事業

・事業内容：被災者や被災者と出身・受入地域などを対象に各種団体が実施する交流活動など、コミュニティの形成や再生、活性化を図る事業の活動費を助成
します。

・助成対象：被災者の交流活動を促進する事業を実施する団体（行政区、コミュニティ組織、自主防災組織、NPO法人、ボランティア団体等）

『えんがわ』での様子



・法適用日：平成２９年７月５日

・支援内容：住宅が全壊、大規模半壊した世帯、住宅が半壊しやむを得ず解体した世帯、長期避難世帯に対し、被害程度に応じた基礎支援金

及び再建方法に応じた加算支援金を支給。

基礎支援金（※全壊・解体１００万円、長期避難１００万円、大規模半壊５０万円）

加算支援金（※建設・購入２００万円、補修１００万円、賃借５０万円）

※単数世帯は上記金額の３／４

・申請締切：基礎支援金は、令和２年８月４日

加算支援金は、令和３年８月４日

・課題（取組）：基礎支援金については、２年延長のうえで対象者全てに支給済。

加算支援金については、県及び公益財団法人都道府県センターと協議の上、申請締切の延長が叶った。

復旧工事の状況をみながら、受給可能な被災者に漏れなく案内をしていく。

７

【基礎支援金】

全壊 大規模半壊 解体 長期避難 計 支給率

２３５ ４８ １２８ ３１ ４４２ １００％

建設・購入 補修 賃借 計

１７４ ４４ ６５ ２８３

【加算支援金】

（単位：件）

（単位：件）

（支給件数）

⑤被災者生活再建支援金

（令和２年１月末現在）

（令和２年１月末現在）（申請件数）



長期避難世帯認定解除について

・国、県、市による応急復旧工事が進んだことにより二次災害リスクが軽減し、平成30年度、令和元年度の出水期において新たな住家被害を出さなかった。

・河川、砂防、治山等の災害復旧事業が本格化している。

・長期避難認定世帯で戻れる家がある方などから認定解除の声が上がってきた。

以上のことから、認定解除に向けた手続きを進めていく。

今後の予定

・有識者の意見も踏まえながら、福岡県（内閣府）と解除申請内容についての協議

・朝倉市から福岡県へ解除申請（令和２年３月を目標）

・福岡県が解除の決定・公示

・避難情報の見直し

８

【認定世帯（H30.10時点）と本再建状況（R2.2.20現在）】 （単位：世帯）

⑥長期避難世帯認定

乙 石 中 村 石 詰 小河内 黒 松 疣 目 計

認定世帯数（H30.10） 12 16 16 17 15 15 91

うち、本再建済 8 12 7 4 11 12 54

うち、市内で再建 3 8 5 3 10 11 40



⑦災害弔慰金（災害弔慰金の支給に関する法律）

・支給件数：災害弔慰金３４件（平成３０年１月で全て支給済）

・対 象：災害弔慰金（生計維持者が死亡 ５００万円、その他の者が死亡 ２５０万円）

９

⑨福岡県災害見舞金（福岡県災害見舞金等交付要綱）

・支給件数：９８８件（平成３０年１２月末受付終了時）

・対 象：重傷者に対し、治療期間に応じ、最高１０万円を支給

り災証明が全壊、大規模半壊、半壊、床上浸水の世帯に対し、複数世帯と単数世帯に応じ、最高１０万円を支給

⑧朝倉市災害見舞金（平成29年7月九州北部豪雨に係る朝倉市災害見舞金の支給に関する要綱）

・支給件数：９７４件（平成３０年１２月末受付終了時）

・対 象：り災証明が全壊、大規模半壊、半壊、床上浸水の世帯に対し一律１０万円を支給



・受付概要：市受入は、市窓口及び口座振り込みによるもの。

県受入は、県窓口及び福岡県共同募金会、日本赤十字社福岡県支部受付によるもの。
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年 度 市受入金額 県からの受入金額 受入総額

H２９ １，１４９，４３２，２２６ ２，８０６，４０６，９９７ ３，９５５，８３９，２２３

H３０ １０３，３８７，０９１ ５２２，８２７，０９８ ６２６，２１４，１８９

H３１ ４１，１９７，４９５ ５５，５８４，２０５ ９６，７８１，７００

合 計 １，２９４，０１６，８１２ ３，３８４，８１８，３００ ４，６７８，８３５，１１２

〇義援金の配分

・配分総額：当該配分基準に従い順次配分し、現在第９次配分まで実施。

第９次配分までの配分決定額 4,484,645,748 円（令和２年１月末現在）

第９次配分までの配分支給額 3,478,124,758 円（令和２年１月末現在）（支給率 77.6％）

・配分概要：市に寄せられた義援金について、公平かつ効果的に配分するため、義援金配分委員会において被災者および被災地域に配分内容を決定する。

・配分委員会委員：各地区コミュニティ会長、総務部付部長、保健福祉部長、会計課長

・受入義援金総額

⑩義援金

〇義援金の受付

※R２年１月末まで

（令和２年１月末現在）（単位：円）
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②住宅被災者自力再建促進事業（引っ越し費用、民間賃貸住宅の初期費用に対する助成）【福岡県事業】

・申請件数：引っ越し費用３５５件（令和２年１月末現在）

民間賃貸初期費用８６件（令和２年１月末現在）

・助成内容：１．仮設住宅等から移転する際の引っ越し費用（１世帯１０万円）

２．民間賃貸住宅へ入居した際の初期費用（１世帯２０万円）

・対 象：次のアからエのいずれかに該当する世帯

ア．応急仮設住宅等へ入居されている世帯

イ．全壊または大規模半壊のり災証明の交付がなされた世帯

ウ．半壊のり災証明の交付がなされ、その住宅を解体した世帯

エ．長期避難世帯として認定されている世帯

①被災者住宅再建支援事業（利子補給制度） 【福岡県事業】

・申請件数：３８件（令和２年1月末現在）

・対 象：次のア及びイの要件満たす世帯（収入要件なし）

ア．住宅が全壊・大規模半壊した世帯、住宅が半壊しやむを得ず解体した世帯、被災者生活再建支援法に規定する長期避難世帯

イ．新たに融資を受けて県内で住宅を新築、購入または改修した世帯

・支 援 額：災害復興住宅融資を利用した場合の利子相当額 上限１００万円（一括助成）

年 度 件 数

H30 １６

R1（～R2.1末） ２２

（３）住宅再建支援
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・災害発災から３年が経つ令和２年７月以降は、災害に関わらず一般の方も入居可能となる。

団地名 建設場所 構造・階数 戸数 入居世帯数 入居人数

杷木 杷木林田 RC造３階建 ５０戸 ３８世帯 ６７人

柿添 頓田 RC造３階建 ３０戸 ２８世帯 ５０人

③災害公営住宅の整備

・建設戸数：８０戸 （令和２年１月末現在）

【柿添団地】 【杷木団地】
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・事業内容：被災した市内の住家等について、所有者の申請に基づき、市が所有者に代わって解体・撤去（公費解体）を行うもの。

自身で解体・撤去（自費解体）した場合は、解体・撤去に要した費用のうち対象となる部分について、基準額を超えない範囲で償還払いする。

全壊 大規模半壊 半壊 合計

公費解体 １２８ ４３ － １７１

自費解体 ２８ １２ ４３ ８３

合 計 １５６ ５５ ４３ ２５４

（単位：件）・ 申請件数

④被災家屋の解体・撤去

（平成３１年３月末事業終了時点）



（４）災害廃棄物等の処理

①災害廃棄物の処理（市環境課対応分）

・処 理 量：可燃性混合物 １３，５４４トン（令和２年１月末現在）

その他廃棄物 ５９，０３９トン（令和２年１月末現在）

・処理内容：本災害において発生した廃棄物について、「可燃性混合物」と「その他廃棄物」の大きく２区分して処理を行った。

・集積場所：甘木集積所 環境センター下ゲートボール場（２，９００㎡）

朝倉集積所 中町リサイクルセンター（１，４００㎡）

朝倉地域シルバー人材センター横（１，９００㎡）

杷木集積所 杷木グラウンド（８，８００㎡） グラウンド駐車場（１，６００㎡）

14

【甘木集積所】 災害廃棄物集積の様子



（５）税、保険料等の減免

①市県民税

・申請件数：８１６件（令和２年１月末現在）

・対 象：住宅や家財または損害を受けた場合で平成２８年中の合計所得が１，０００万円以下の方、災害により死亡または障がい者となった方については、

減免できる場合がある。

15

②固定資産税

・申請件数：土地 １０，３２４筆、 家屋（増築も１棟とする）２，５６８棟（令和２年１月末現在）

・対 象：土地や建物に被害を受けた場合に減免できる場合がある。

③国民健康保険税

・申請件数：８２９件（令和２年１月末現在）

・対 象：住宅や家財または損害を受けた場合で平成２８年中の合計所得が１，０００万円以下の方、災害により死亡または障がい者となった方については、

減免できる場合がある。

⑤介護保険料

・申請件数：１，８６８件（令和２年１月末現在）

・対 象：住宅等に損害を受けた場合、保険料を減免できる場合がある。

④後期高齢者医療制度の保険料

・申請件数：１，０４６件（令和２年１月末現在）

・対 象：災害などの特別な事情で保険料の納付が著しく困難になったときは、保険料を減免できる場合がある。
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（６）ボランティアの活動

・活動内容：朝倉市社会福祉協議会と協働のもと、朝倉市災害ボランティアセンターを立ち上げ、行政では対応できない被災者のきめ細かいニーズに

対応できるよう、市内外からのボランティアを受け入れ、調整等を行った。また、ＪＡ筑前あさくらが果樹園や田畑に残った大量の土砂

撤去等を支援するため、ＪＡ筑前あさくら農業ボランティアセンターを立ち上げた。

・活動時期：朝倉市災害ボランティア 平成２９年７月７日（センター開設）～ 現在も活動実施中

ＪＡ筑前あさくら農業ボランティア 平成２９年１１月３日（センター開設）～ 現在も活動実施中

運営主体 活動内容
延べ活動者数
（件数）

朝倉市災害
ボランティアセンター

朝倉市社会福祉協議会 被災した住家の土砂出し等
４５，５５７人（３，１８１件）

※H30被災住家及びH29.10.29センター閉鎖後は市社
協で災害ボランティア活動分を含む

JA筑前あさくら農業
ボランティアセンター

JA筑前あさくら
農業協同組合

被災した農地や樹園地の土砂出し等 ５，３９６人（１１２件）
※H30,R1被災農地を含む

・活動者数

（朝倉市災害ボランティアセンター） （ＪＡ筑前あさくら農業ボランティアセンター）

（令和２年１月末現在）
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（７）その他

①朝倉市追悼式【Ｈ３０、Ｒ元年度】

・趣 旨：平成２９年７月５日の「平成２９年７月九州北部豪雨」で犠牲になられた方々のご冥福をお祈りし、深い哀悼の意を表するとともに、復興への思い

を新たにするため、追悼式を執り行うもの。

・開催日時：平成３０年度 平成３０年７月５日

令和元年度 令和元年７月５日

・開催場所：朝倉市多目的施設・原鶴地域振興センター（サンライズ杷木）

・参列者数：平成３０年度 ４０１名

令和元年度 ３００名

（平成30年度 朝倉市追悼式） （朝倉市追悼式 献花時様子）


